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酒田市立資料館 第２２８回企画展 

酒田の芸妓 
港町の料亭文化を彩り、芸に生きた女性たち 
 

令和４年１１月１９日(土)～令和５年２月１２日(日) 

 

全国各地の船が行き来する物流港として繁栄した江戸時代の酒田。船を降りた船乗りたちが羽を伸ば

したのが、「三遊所」と言われた今町・船場町・新町（高野浜）の遊所です。なかでも商談や接待に使わ

れ、高い格式を誇った今町は、全国の遊所番付で東前頭七枚目に入るほど、名前が知られていました。

そのにぎわいは明治以降、今町・台町界隈に発展した料亭街へ受け継がれました。 

宴席の席に踊りや唄、三味線などで花を添え、お客をもてなした芸妓の存在は、酒田港繁栄の象徴の

ひとつです。大正から昭和にかけての花柳界全盛期には、１００人を超える芸妓が芸を磨き、今町と新

町に分かれて競い合いました。 

その活躍の場はお座敷にとどまりません。港座では毎年のように発表会が開かれ、山王祭（酒田まつ

り）などのイベントでも市民を楽しませました。酒田を全国にＰＲする観光大使的な役割も担いました。 

戦後、生活様式の急激な変化により芸妓の数は減少し、その歴史は幕を閉じる寸前でしたが、平成２

年に｢舞娘さん制度｣がつくられ酒田舞娘として復活。今日まで伝統の灯がつながれています。 

酒田舞娘の育成に尽力し令和２年に亡くなった力弥など、主に昭和期に活躍した芸妓たちを紹介し、

明治以降の酒田の花柳界の歴史をたどる展示です。 

 

明治～大正の酒田の芸妓 

新町･今町に分かれて芸を競う 
 港町酒田の料亭文化のルーツは、北前船の時代に

酒田湊の繁栄を支え、｢酒田三遊所｣として広く知ら

れていた今町、船場町、高野浜(新町)にあった遊所で

す。特に格式の高かった今町は、江戸時代後半に出さ

れた全国の遊所番付で東前頭七枚目になっていま

す。 

全国各地からやってきた船乗りたちは、酒田の芸

妓が披露する踊りや唄を楽しみながら、長い航海の

疲れをいやし、大いに羽を伸ばしていたのでしょう。 

しかし明治２７年(１８９４)の庄内地震により今

町、船場町の遊所は大きな被害を受けます。その後、

県の命令によって酒田の遊所は新町一か所に限定さ

れ、今町、船場町で貸座敷業を営んでいた店の一部は

新町に移転します。料理屋に転業した店が残った今

町の一帯は、料亭街としてにぎわいを取り戻していきました。 

この時代、師匠として芸妓の踊りや唄、三味線など芸の質の向上に力を尽くしたのが、名妓とうたわ

れた吾妻屋辰枝、その姪である今咲屋咲江の二人です。辰枝は新町の芸妓に、咲江は今町の芸妓に稽古

をつけました。厳しく仕込まれた芸妓たちは、新町と今町の二派に分かれて芸を競うようになります。 

ほかにも、踊りの小野定江、糸木屋米八・梅香母娘、三味線の山木小磯といった師匠たちの指導を受け、

芸を磨いた芸妓たちの評判は高まります。大正から昭和の初めには芸妓の人数は１００人を超え、酒田

の花柳界は最盛期を迎えます。 

酒田の芸妓の絵はがき／大正 

 相馬屋のとん子、今咲屋のきぬ子、香梅咲のかの子

が｢庄内おばこ｣の振り付けでポーズをとっています。 
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酒田全図震災一覧／明治２７年(１８９４) 

 

 明治２７年１０月２２日に起こった庄内地震の被害状況を記し

た絵図。当時の酒田町で１６２人が亡くなっています。赤く塗られ

ているのが火事による焼失地域。遊所のあった今町から船場町ま

で広範囲にわたって火災が起きたことが分かります。 

 

 

 

新町芸妓に藤間流の踊りを教える 

吾妻屋辰枝
あ ず ま や た つ え

 
天保８年(１８３７)～大正１０年(１９２１) 

 

酒田今町(現在の日吉町)に生まれ、若いころに芸妓になりまし

た。いわゆる｢美人｣ではありませんでしたが、才気煥発で芸道にす

ぐれ、戊辰戦争後に酒田に来た官軍将兵らにもてはやされました。 

 明治３年（１８７０）、酒田民政局会計だった山本友右衛門とと

もに上京しますが、山本は酒田勤務中の会計について責任を問わ

れるなかで無念の死を遂げました。辰枝はその後、浄瑠璃、常磐津、

太棹(三味線)を、それぞれの家元などから習い、奥義を極めまし

た。 

 明治８年(１８７５)に酒田に戻ると、今町で諸芸の師匠として

指導に当たり、後に新町で芸妓の置屋｢吾妻屋｣を営み、新町の芸妓

たちに藤間流の踊りを伝えました。 

 享年８５歳。善導寺に門下生たちが建立した石碑があります。 

 

今町芸妓に花柳流の踊りを教える 

今咲屋咲江
いまさきやさきえ

 
安政２年(１８５５)～大正１５年(１９２６) 

 

酒田今町(現在の日吉町)の料亭･今咲屋（今清楼）に生まれた

咲江は、吾妻屋辰枝の姪に当たります。 

藤間流の踊り、山田流の箏(そう)を学んで免状を受け、師匠

として多くの門下生を指導。才能を見込んだ少女を養女にして

芸を仕込み、相馬屋から芸妓として出しています。 

大正８年(１９１９)、上山で見た花柳寿三郎の踊りに魅せら

れ、寿三郎を酒田に招いて花柳流を伝え始めました。叔母であ

る辰枝は新町の芸妓に藤間流の踊りを、咲江は今町の芸妓に花

柳流の踊りを教え、新町・今町の芸妓は芸を競い合いました。 

咲江は、後に旅館になった今咲屋の主人でもあり、詩歌、俳

句、囲碁、将棋、書画にも通じ、酒田を訪れた名士からも一目置

かれました。 

 享年７２歳。没後の昭和７年(１９３２)、善導寺の境内にそ

の功績をたたえた石碑が、門下生たちにより建立されています。 

善導寺にある吾妻屋辰枝の石碑 
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｢酒田駅開通記念」絵はがき 

上：臨港線の歓迎 ／ 下：式場の踊り 

大正４年(１９１５) 

 

大正３年(１９１４)１２月、陸羽横断

鉄道酒田線が開通し酒田駅が開業。翌年

４月には臨港線が開通し、日和山で開か

れた祝賀会では、半玉も含めた今町と新

町の芸妓１４０人が盛大に踊りを披露

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸妓の装い 

芸妓の正装は｢黒紋付｣です。あでやかで粋な芸妓のいでたちといえば、裾引きの黒紋付に博多献上帯

を合わせた姿が思い浮かぶのではないでしょうか。 

芸妓には｢左褄
ひだりづま

｣という呼び方がありますが、芸妓がこのいでたちで歩くとき、着物が汚れないよう

に、左手で褄(裾の端)を持ち上げることに由来するそうです。 

 

黒紋付を着た芸妓が写る写真／昭和 

（個人蔵） 
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昭和の酒田の芸妓① 

幼い頃から稽古を積んだ芸妓たち 
 最盛期を迎えた昭和初期の酒田の花柳界では、多くの芸妓が活躍しました。芸妓は年齢によって呼び

名が違いました。１４、５歳で｢舞子｣、１６～１８歳くらいまでは｢半玉
はんぎょく

｣、１９歳で一人前である｢一

本｣と認められ、姐
ねえ

さんと呼ばれるようになります(人によって１歳くらいのずれはありました）。 

 一本になるまでの道は険しく、ただ踊りが好きだからなれるという生易しいものではありませんでし

た。１０歳にもならないうちから、料亭や貸座敷、芸妓の置屋に預けられた芸妓見習いの少女たちは、

学校に通いながら芸事全般にわたって稽古を積み、行儀作法や美しい所作を身につけました。稽古は厳

しく、文字通り血のにじむような努力を必要としたといいます。 

 この頃、芸妓たちのさらなる芸の向上に貢献したのは、芸事が好きで財力のある、いわゆる｢旦那衆｣

でした。特に中町でレストラン｢商興倶楽部｣を開いた大谷孫一は、踊りの藤間勘四郎、長唄の杵屋勝丸、

杵屋勝東治、鳴物の望月佐吉などの師匠を、私費を投じて中央から招きました。自宅をけいこ場として

開放し、秋には港座でおさらい会も催しています。 

 高い技能を身につけて名取になった芸妓も多く、長唄の杵屋勝寿恵、踊りの藤間勘志げなどは、師匠

として後進の指導に当たっています。 

参考：田村寛三著『酒田遊所の賑わい』 

長唄｢手習子｣を踊る芸妓見習いの子どもたち／昭和（戦前） 
 

 向かって左から、小林屋のこのみ、松山屋のゝ 平
ちょんぺい

、緑屋の若子、本五(本五楼)の文子。このみ(好)は、藤

間流の名取となり師匠として活躍しました。ゝ平は後に小奴
こやっこ

と名前を変え、やはり藤間流の名取となって男

踊りの名手と言われました。 
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レコードの宣伝イベントで撮った記念写真／昭和１０年(１９３５) 

 

 山形新聞の企画でコロムビアレコードから発売された新民謡｢山形よいとこ｣｢浮かれおばこ｣の宣伝を兼ね、

昭和１０年の１月３１日から２月７日まで、蜂屋時計店・本城屋レコード部・中村書店・酒田蓄音器商会主催

の素人参加舞踊大会が映画館｢中央座｣で開催されました。 

 イベント開催中、本五楼の文子、福千代の福助、松山屋の金時とゝ平、小林屋のこのみ、富月の千太という

半玉６人が、藤間繁子の振り付けによる踊りを毎日披露しました。 

 大会で優勝したのは、写真中央で優勝カップを持つ、西平田村大町の小野寺信子さん(１０歳）。向かって

左隣が、写真を持っていたゝ平(小奴)です。 

 

小奴(藤間勘ゆき)が 

踊る姿／昭和 

 

 幼いころから松山屋の芸妓と

して稽古を積んだ小奴。酒田で藤

間流の踊りを教えた藤間勘志げ

の下で学び、昭和２２年、２５歳

で名取になりました。藤間流での

芸名は藤間勘ゆきです。 

 左は江戸時代のシャボン玉売

りを描いた清元｢玉屋｣を踊る姿。

小奴が得意とした男踊りです。右

は演目が不明ですが、きりりとし

た小奴らしい雰囲気があります。 
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相馬屋の芸妓、 

笑子
えみこ

とよし丸の子ども時代／昭和(戦前) 

（個人蔵） 

 

 幼いころに相馬屋に預けられ、学校に通いながら

修業を重ねた笑子とよし丸。今見ても十分におしゃ

れであか抜けた洋服を着ています。 

酒田を代表する料亭だった相馬屋では、店の名前

に恥じないように、芸妓見習いのふだんの服装にま

で気を配っていました。 

 

 

 

鳴り物の稽古をする芸妓／昭和 

（個人蔵） 

 

 酒田で鼓や太鼓などの鳴り物を教えていたのは、

県内でただ一人の名取だった望月左喜枝でした。向

かって左から、相馬屋の浅香、同じく笑子、小幡の

五郎。右端の芸妓の名前は不明です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名取のお披露目で｢連獅子｣を踊る笑子(藤間富美四)／昭和 

 

 相馬屋の笑子は、昭和２４年頃に藤間流の名取となり、藤間富美四を名乗りました。港座でお披露目を行

い、一緒に名取になった小幡の五郎(藤間流の芸名は藤間斉四)と二人で長唄「連獅子」を踊りました。 
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芸妓から長唄の師匠になり後進を指導 

杵屋勝寿恵
き ね や か つ す え

 
明治３８年(１９０５)～平成６年(１９９４) 

 

 本名は池田スヱ。新町(現南新町)に生まれ、７歳で芸妓の置屋・松村

屋に預けられ、小学校に通いながら三味線などの芸事を学びました。芸

妓時代の名前は小萬です。 

 大谷孫一が招いた長唄の杵屋勝丸、勝丸が亡くなった後は杵屋勝東治

(俳優の若山富三郎、勝新太郎の父)に師事。昭和５年(１９３０)に名取

になり、長きにわたって指導に当たりました。 

 昭和５３年(１９７８)の第２２回市民芸術祭で酒田芸能連盟から｢芸

術、文化の向上に貢献｣したことにより感謝状を受けています。 

 妹は踊りの師匠として活躍した藤間勘志げです。 

 

戦時下の酒田の芸妓 

昭和１２年(１９３７)に日中戦争が始ま

ると、国内では本格的に戦時体制が整えられ

ます。市民の生活はさまざまな制約を受け、

芸妓たちを取り巻く状況も大きく変わって

いきました。昭和１４年(1９３９)には｢皇国

慰問郷土演芸団｣の一員として中国大陸に派

遣されるなど、出征兵士たちの士気高揚の一

端を担うようになります。 

 昭和１６年(１９４１)には太平洋戦争が

開戦。戦況は次第に悪化し、食糧などの統制

が厳しくなるのに伴い、貸座敷、料亭は商売

どころではなくなりました。戦争末期には、

女性や子どもたちも軍需工場で働き、食糧

生産のために畑仕事をしましたが、お座敷

の仕事がなくなった芸妓たちも例外ではな

く、軍服の縫製工場に動員されています。 

 

皇国慰問郷土演芸団の絵はがき 

 戦時中、山形県では｢皇国慰問郷土演芸団｣を

結成し、県内各地の芸妓たちを日中戦争の戦地

に派遣しました。慰問は昭和１４年(１９３９)

から１６年(１９４１)まで３回行われたよう

です。 

この絵はがきには１回目に派遣された相馬

屋の小蝶、松山屋の小太郎らしき芸妓が写って

います。昭和１５年の２回目の慰問では、新町

の貸座敷・越後屋のいろは、鶴岡の小夜子など

が中国大陸に渡りました。 

出征祝いの席で撮った記念写真／昭和 

松山屋の小奴が持っていた写真。向かって左端が小奴です。 
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医療施設を慰問した時に撮影したと思われる写真／昭和 (個人蔵) 
 

 講堂のステージらしい場所で踊りを披露する芸妓たち。

同じ日に撮られた写真に、赤十字のマークがついた着物を

着た男性たちと約３０人の芸妓が写る集合写真（左の写真）

があることから、医療施設に慰問に行った時の写真だと考

えられます。 

写真を持っていた小奴のほか、小幡の五郎、俵屋の金太

郎、相馬屋の浅香などが写っています。 

 

 

 

｢大日本国防婦人会｣の襷をかけた女性たちと／昭和 

（個人蔵） 

 

 「大日本国防婦人会」は、昭和７年(１９３２)に女性の

戦争動員を目的に設立された組織です。昭和１７年(１９

４２)には、愛国婦人会、連合婦人会とともに「大日本婦

人会」に統合されました。 

 この写真には、海軍の軍人が写っており、背景から船の

上で撮られたように見えます。戦意高揚のために女性たち

に軍の船を見学させたのかもしれません。 
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軍需工場に動員された芸妓たち／昭和１９年(１９４４) 

 

 終戦の前年、船場町にあった軍服の縫製工場で働くことになった芸妓たちが、下日枝神社の前で撮影した

記念写真です。 

 

 

進駐軍の酒田駐屯隊長らを 

囲んだ宴会に出た小奴／昭和 

 

 アメリカ軍の酒田進駐が始ま

ったのは、終戦間もない昭和２０

年(１９４５)１０月９日でした。 

写真中央は２代目駐屯隊長の

スマイレー中尉。向かって左端に

は当時の青塚恒治酒田市長がい

ます。後ろの左側に立っているの

が小奴です。 
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昭和の酒田の芸妓② 

舞台の上で本領を発揮した芸妓たち 
芸妓の仕事は、踊りや唄で宴席を盛り上げ、お客をもてなすことです。お酒の席はもちろん、結婚式

や大きな会合など、さまざまな場所に呼ばれて芸を披露しました。 

しかし活躍の場はそれだけにとどまりません。踊り、唄、三味線、太鼓や鼓などの鳴物といった芸事

全般に日々精進し、その本領を存分に発揮したのは舞台の上でした。 

毎年のように港座で開催されたという発表会は、市民が心待ちにした催しのひとつとなり、客席はい

つも大勢の人でにぎわいました。稽古着でもあるおそろいの浴衣を着て、日ごろの稽古の成果を披露し

た｢浴衣ざらい｣は、夏に山王くらぶなどを会場に開かれました。 

５月２０日の山王祭(酒田まつり)をはじめとする祭りも芸妓の舞台でした。山王祭では、祭り用の衣

装を着けて屋台で踊り、山車行列に花を添えました。また今町の弁天さん(日吉町の厳島神社)の夏の夜

会式では今町芸妓が、新町稲荷神社の夜会式では新町芸妓が、盛大に手踊りを披露しました。 

美しく舞う芸妓にあこがれて踊りを始めたという人もいて、芸妓の存在は、現在私たちが思う以上に

一般の人たちに近いところにあったと言えます。 

参考 田村寛三著『酒田遊所の賑わい』 

 

 

港座での発表会／年代不明 

 

子どもが舞台にかぶりつきで芸妓

の踊りを見ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港座で踊る芸妓／昭和 
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港座で唄と三味線を披露する芸妓たち 

／昭和 

 

 撮影されたのは昭和３０～４０年代

だと思われます。公演タイトルや演目

は不明ですが、華やかな踊りだけでな

く、唄や三味線など地方の技を磨いて

きたベテラン芸妓たちが勢ぞろいした

様子は圧巻です。 

 

 

 

 

 

 

 

浴衣ざらいで踊る力弥／昭和３０年代 

 

 男踊りを踊る力弥を写した写真です。 

浴衣ざらいは、毎年夏に山王くらぶなどで開かれてきた稽古のお

さらい会。入場無料で、たくさんの見物客が集まりました。このお

さらい会を主催したのは元芸妓の好。藤間流の名取・藤間好として、

力弥のほか大勢の芸妓や一般の人に踊りを教えました。三味線を弾

いているのが好です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浴衣ざらいで地方を務める姐さんたち 

／昭和３０年代 

 

 向かって左から那美、小勝、りょう子、

好、弘子の面々。那美、弘子は平成まで

現役の芸妓として活躍しました。 
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｢藤間勘四郎追善舞踊会｣プログラム／昭和２７年(１９５２) 

 

 大谷孫一に招かれて酒田で藤間流の踊りを芸妓に指導し、昭和１５年に亡くなっ

た藤間勘四郎。その１３回忌を迎えた昭和２７年９月２８日、東京の明治座で追善

舞踊会が開催され、酒田の芸妓たちも出演。｢庄内姿稔の秋｣と題して、｢おばこ｣(庄

内おばこ)、｢酒田甚句｣｢酒田音頭｣の三曲を披露しました。 

 プログラムによると、踊りは静子、吉也、ひろ子、はるこ、鈴麿、染福、勝美、

時子、ひな子、芳丸、おばこ、小奴の１２人。地方を務めたのは義子、良子、銀子、

政子、梅香、小勝、文子、ぶん子の８人です。 

 

酒田山王祭の行列での小奴と那美／昭和 

  

芸妓たちは酒田山王祭(酒田まつり)をは

じめ、各町の夜会式やイベントなどに花を

添えました。昭和２０年代に撮られた写真

と思われます。男踊りを得意とした小奴と

那美の半纏姿が決まっています。 

 半纏に書いてある｢酒田見番｣は、芸妓の

取り次ぎや玉代(料金)の計算などを行った

事務所です。この写真が撮られた頃は、港座

の向かいにありました。 

 

 

酒田山王祭の屋台で 

お囃子を演奏する芸妓／昭和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三居稲荷神社の夏祭りで踊る芸妓 

／昭和５１年(１９７６) 

 

踊っているのは小奴と染福。静子、弘子などが地方

を務めていいます。 

山居倉庫にある三居稲荷神社の夏祭りへの出演は、

芸妓の年中行事のひとつでした。 
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酒田の芸妓と「庄内おばこ」 

大正時代に振り付けられた現在の｢庄内おばこ｣ 
｢酒田舞娘｣が披露する踊りの定番といえば、朱色の前掛けにほっかむり姿で踊る｢庄内おばこ｣です。

庄内弁で若い娘(おばこ)のことを唄う、郷土色豊かなこの民謡は、起源ははっきりしていませんが、古

くから唄われてきたことは間違いないようです。 

現在の振り付けは、大正時代にできたものです。石川正敏著『庄内風土記』には、大正４、５年頃、

鶴岡の実業家・諏訪尚太郎が鶴岡劇場のこけら落としのために歌舞伎役者の沢村宗十郎につけてもらっ

たと書いてあります。 

一方｢酒田かわら版｣第５６号(昭和４９年３月２５日)には、今咲屋咲江が東京から師匠を呼んで新た

に振り付けたとあります。今となっては確かめるのが難しそうですが、酒田と鶴岡では振り付けが違っ

ていたのかもしれません。 

｢酒田かわら版｣には、今咲屋で猛練習した芸妓たちは、大正１１年(１９２２)に東京で開催された｢平

和記念東京博覧会｣でおばこ踊りを披露したともあります。現在、酒田舞娘が酒田の観光使節として国内

外で活躍していますが、当時から芸妓が酒田のＰＲに一役買っていたことに驚かされます。 

酒田の芸妓が踊る｢庄内おばこ｣は人気があったと思われ、大正から昭和にかけて、絵はがきが何種類

も作られています。また大正１０年と１１年に酒田を訪れている竹久夢二は、庄内おばこをモチーフに

した絵を描いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料亭の座敷で「庄内おばこ」を踊る芸妓たち／昭和（戦前） 

（個人蔵） 

 相馬屋の笑子が持っていた写真。笑子、浅香など６人の芸妓が踊り、５人の芸妓が地方を務めています。華

やかだった戦前の酒田花柳界の雰囲気が伝わってきます。場所が相馬屋かどうかは不明です。 

 右の写真は、現在の酒田舞娘が相馬楼で踊る庄内おばこ。振り付けがしっかりと受け継がれていることが

見て取れます。 



 

14 

 

東京で｢庄内おばこ｣を踊り庄内をＰＲ 

 昭和２７年(１９５２)９月、３０人を超える酒田の芸妓と数人の鶴岡の芸妓が、庄内の観光や物産を

宣伝するために東京に派遣されました。秋季国体が宮城、福島、山形の３県で開催されるのに先立って、

郷土を代表する芸能で庄内の魅力を伝えようと、酒田・鶴岡両観光協会などが主催した催しでした。 

 芸妓たちは、新聞社やラジオ局、酒田に工場のある鉄興社、花王石鹸、帝国石油の本社などを訪問。

三越、松屋、高島屋などのデパートの屋上で｢庄内おばこ｣を披露しました。 

酒田で踊りを教えた藤間勘四郎１３回忌の追善舞踊会に出演したのは、この時のことです。 

 

 

 

 

唄のしおり｢酒田乃俚謡
さかたのりよう

｣／昭和 

｢庄内おばこ｣｢酒田甚句｣ほか県内の民謡などが載っています。

料亭などで配られ、しおりを見ながら芸妓の三味線に合わせて

お客さんも一緒に歌ったそうです。それぞれの唄の起源や方言

について書かれた説明も、面白く読める内容になっています。 

 昭和２０年代後半から３０年代にかけて作られたものと思

われます。 

高島屋で実演中のひとコマ 

前掛けにほっかむり姿ではないので、別の踊り

を踊っているところのようです。 

大型バスに乗って移動中も宣伝する芸妓 

バスの窓から大きく身を乗り出してパンフレッ

トらしき紙を配っています。横断幕には｢おばこ 荘

内踊り ９月２６、２７日、都内主要デパートにて｣

と書いてあります。向かって一番左は染福。右から

３番目は小奴です。 



 

15 

 

平成～令和の芸妓 

酒田舞娘へ受け継がれる伝統 
終戦後、生活様式の洋風化や娯楽の多様化な

どにより日本人の暮しは大きく変化し、日本文

化の集大成ともいえる料亭文化は次第に衰退し

ました。酒田でも平成に入り、相馬屋、山王く

らぶ、小幡といった老舗料亭が、惜しまれなが

ら閉店。花柳界も、新たに芸妓を志す人が減り、

高齢となった芸妓が一人また一人と一線を退

き、かつての輝きをなくしていきました。 

平成２年(１９９０)、この状況を憂えた地元

の経済人が中心となって｢港都振興株式会社｣を

設立し、現在の｢酒田舞娘｣が誕生しました。舞

娘の指導にあたったのは、酒田市民にも｢力弥姐

さん｣として知られ、一昨年に亡くなった芸妓・

力弥でした。当時、高齢ながらも現役を勤めて

いた那美、弘子、ぶん子、文子も若い舞娘たちをサポートしました。現在は酒田舞娘３期生だった芸妓・

小鈴さんが、その後を引き継いで後進の育成に取り組んでいます。 

港都振興の事業は平成１２年(２０００)に㈱平田牧場に継承され、酒田舞娘は同年にオープンした｢舞

娘茶屋相馬樓｣を拠点に活動しています。また、相馬屋、山王くらぶ、小幡は観光施設として生まれ変わ

り、令和の今に、酒田湊繁栄の象徴といえる料亭文化を伝えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相馬屋の茶の間で支度をする“大きい姐さん”たち／平成７年（１９９５） 

（東光カメラ提供） 

相馬屋の閉店を知った東光カメラの店主・東郷仁さんが、その姿をとどめておきたいと撮影した写真です。

左から、那美、弘子、ぶん子、力弥。お座敷の出番に備えて三味線の調弦をしているところです。 

花柳界では、長年芸妓を続けてきた姐さんを「大きい姐さん」といいます。戦前から芸妓を続け、力弥姐さ

んとともに酒田舞娘を支えてきた那美姐さんたちは、舞娘から大きい姐さんと呼ばれ慕われていました。 

力弥姐さんと酒田舞娘／平成 

（東光カメラ提供） 
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８０歳を過ぎて、相馬屋の大広間で踊る

那美／平成７年(１９９５) 

（東光カメラ提供） 

 前年に亡くなった芸妓・笑子の一周忌と

いう特別な席で踊る那美。座布団１枚の広

さで踊る「かっぽれ」は、中村勘三郎など

も絶賛した那美の十八番。８０歳を過ぎて

も見事な足さばきを披露しました。 

 

 

 

 

酒田舞娘の踊りの地方を務める弘子／平成 

（東光カメラ提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

長年にわたり酒田舞娘の育成に尽力 

力弥姐
りきやねえ

さん 

昭和１５年（１９４０）～令和２年（２０２０） 

 

本名は定成道子。終戦後、５歳の時に家族ととも

に樺太から酒田に引き揚げてきました。幼い頃から

好きだった踊りを習い、元芸妓で藤間流名取の好

（藤間勘好）の内弟子になりました。 

芸妓になったのは１５歳の時です。通常は半玉の

期間を経て、１９歳くらいで一本になりますが、芸

に関しては天才肌だったといわれる力弥は、いきな

り「一本」と認められました。また料亭や置屋に身

を預けずに芸妓になっており、酒田の芸妓のなかで

も特異な存在だったようです。 

平成２年（１９９０）からは酒田舞娘の指導に当

たり、同２５年（２０１３）には観光・文化振興に

貢献したことにより酒田市民表彰を受けました。 

 

※上の写真は東光カメラ提供 

 師匠の好にお茶を出す、修業時代の力弥／昭和 
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「サンデー荘内」昭和３３年(１９５８)６月２９日付 

 高齢化による衰退が心配され、若手の養成に力を入れ始めた酒田の花柳界でしたが、労働基準監督署の指

導によって１８歳以下の半玉がお座敷に上がれなくなり、今後の対策を思案しているという内容の記事が掲

載されています。終戦から１０年以上が過ぎ、芸妓を取り巻く環境が変わってきたことが分かります。 


